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港 湾 空 港 部

海洋・港湾技術の早期実用化に向けた実証試験の
公募選定結果について（平成29年度）
－ 実証試験フィールド（京浜港ドック）の提供 －実証試験フィ ルド（京浜港ドック）の提供

先般、平成29年4月12日に「海洋・港湾技術の早期実用化に向けた実証試験」
の一般公募を行ったところですが、平成29年5月17日に選定委員会を開催し、企
画提案書を審査した結果、2件3社の公募課題を選定しましたのでお知らせいたし
ますます。
今後、決定した公募課題について、実施主体と実験時期及び詳細な実験計画

等の調整が整い次第、実証試験を進める予定です。（選定結果は別紙参照）
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別紙

株式会社
アーク・ジオ・
サポート

自律航行無人艇の
技術開発

企画提案書の選定結果

提案者 課題名 テーマ
試験概要

（背景・目的および試験内容）

航路啓開における
測深・海底状況把握技術

　従来は航空レーザーを用いた地上部分の計測と、船舶に搭

載した音響測深機を用いた水中部の計測を行っているが、陸

上と水中の境界付近のデータが疎になる傾向が強い。

　そこで、自律航行無人艇ASVにGNSS・地上レーザー・音響

測深機（C3D）・音響カメラ（ARIS）を搭載し、陸上部と水中部、

更にその境界付近のデータを同時に計測し、水陸一体のシー

ムレスなデータを港湾施設の管理を目的として実証実験を行

う。また、モニター用として光学カメラを搭載する。

  

C3D による水中部の計スワス音響測深機（C3D）

ステレオカメラ 

GNSS動揺セ ンサ

測深データ収録 PC 

水中音響カメラ（ARIS）

地上レーザ

（実証試験概要イメージ）

ステレオカメラ

C3Dによる水中部の計測

自律航行無人艇：ＡＳＶ

五洋建設
株式会社

東洋建設
株式会社

重力式係船岸増深
工法の適用に関す
る実証実験

効率的な
港湾工事の施工技術

　重力式係船岸の捨石マウンドの一部を注入・固化して、既設

の重力式係船岸の岸壁法線位置を変更せずに増深を可能と

する工法を確立することで、船舶の大型化の対応が容易に可

能となる。これらの一部捨石マウンドへの注入・固化について

は、2次元での注入実験の成果しかなく、実施工における一連

の施工手順の確認と、3次元的な注入出来形や注入後の改

良地盤の品質確認手法の検討が必要である。

　そこで、捨石マウンドを用いて実施工を想定した可塑状グラ

ウトの注入・固化、模擬増深掘削を行い、施工手順・方法を、

また、改良部のコアサンプリングや改良体の形状や充填状況

を観察し、適用性を検討する。

（重力式係船岸の増深工法イメージ）

完成削孔・注入・固化

※標準施工法概要図

  

C3D による水中部の計スワス音響測深機（C3D）

ステレオカメラ 

GNSS動揺セ ンサ

測深データ収録 PC 

水中音響カメラ（ARIS）

地上レーザ

（実証試験概要イメージ）

ステレオカメラ

C3Dによる水中部の計測

自律航行無人艇：ＡＳＶ

注入固化体

捨石マウンド 捨石マウンド

岸壁法線位置変更なし

増深


